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〔販売業務代行〕
（株）建設物価サービス　大阪営業所 06-6346-3762

2022 年 5月公開  11,550 円（税込）

2022 年 5月発行  12,100 円（税込）
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０
２
１

２
０
２
１
年
度
工

年
度
工
事

成
績
評
定
点
の
結
果
が
ま

成
績
評
定
点
の
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。
検
査
工
事
は
全

ま
っ
た
。
検
査
工
事
は
全
部

で
　
件
。
最
高
点
は
東
亜

件
。
最
高
点
は
東
亜
建

1919
設
工
業
・
大
之
木
建
設
Ｊ

設
工
業
・
大
之
木
建
設
Ｊ
Ｖ

広
島
港
宇
品
地
区
岸
壁
改

広
島
港
宇
品
地
区
岸
壁
改
良

（
２
工
区
）
＝
大
新
土
木
▽

工
区
）
＝
大
新
土
木
▽
国

際
拠
点
港
湾
広
島
港
出
島

際
拠
点
港
湾
広
島
港
出
島
地

区
埋
立

区
埋
立
３
工
区
臨
海
土
地

工
区
臨
海
土
地
造

成
（
成
（
１
工
区
工
区
）
＝
大
新
土
木

＝
大
新
土
木

　
【
　
点
】
国
際
拠
点
港

点
】
国
際
拠
点
港
湾

8282

広
島
港
五
日
市
地
区
臨
海

広
島
港
五
日
市
地
区
臨
海
土

地
造
成
＝
洋
伸
建
設
▽
国

地
造
成
＝
洋
伸
建
設
▽
国
際

拠
点
港
湾
広
島
港
江
波
地

拠
点
港
湾
広
島
港
江
波
地
区

外
浚
渫
＝
大
新
土
木
▽
地

外
浚
渫
＝
大
新
土
木
▽
地
方

港
湾
三
高
港
三
高
地
区
旅

港
湾
三
高
港
三
高
地
区
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
舗
装
＝
大
歳

タ
ー
ミ
ナ
ル
舗
装
＝
大
歳
組

　
【
　
点
】
国
際
拠
点
港

点
】
国
際
拠
点
港
湾

8181

広
島
港
出
島
地
区
埋
立

広
島
港
出
島
地
区
埋
立
３
工

区
臨
海
土
地
造
成
（

区
臨
海
土
地
造
成
（
２
工

区
）
＝
格
正
建
設
▽
国
際

区
）
＝
格
正
建
設
▽
国
際
拠

点
港
湾
広
島
港
観
音
地
区

点
港
湾
広
島
港
観
音
地
区
港

湾
補
修
＝
山
陽
建

湾
補
修
＝
山
陽
建
設

　
【
　
点
】
地
方
港
湾
小

点
】
地
方
港
湾
小
用

7979

港
ウ
シ
イ
シ
地
区
港
整
備

港
ウ
シ
イ
シ
地
区
港
整
備
交

付
金
（

付
金
（
２
工
区
）
＝
三
興

工
区
）
＝
三
興
建

設　
【
　
点
】
国
際
拠
点
港

点
】
国
際
拠
点
港
湾

7878

広
島
港
臨
港
道
路
廿
日
市

広
島
港
臨
港
道
路
廿
日
市
南

線
舗
装
補
修
＝
松

線
舗
装
補
修
＝
松
山

　
【
　
点
】
国
際
拠
点
港

点
】
国
際
拠
点
港
湾

7777

広
島
港
臨
港
道
路
廿
日
市

広
島
港
臨
港
道
路
廿
日
市
南

線
舗
装
補
修
＝
松

線
舗
装
補
修
＝
松
山

　
【
　
点
】
国
際
拠
点
港

点
】
国
際
拠
点
港
湾

7474

広
島
港
出
島
地
区
荷
役
機

広
島
港
出
島
地
区
荷
役
機
械

（
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

（
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
）

修
繕
＝
住
友
重
機
械
搬
送

修
繕
＝
住
友
重
機
械
搬
送
シ

ス
テ
ス
テ
ム

　
【
　
点
】
地
方
港
湾
小

点
】
地
方
港
湾
小
用

7373

港
切
串
地
区
浮
桟
橋
連
絡

港
切
串
地
区
浮
桟
橋
連
絡
橋

補
修
＝
久
栄
建
設
▽
地
方

補
修
＝
久
栄
建
設
▽
地
方
港

湾
鹿
川
港
寄
濤
地
区
浮
桟

湾
鹿
川
港
寄
濤
地
区
浮
桟
橋

連
絡
橋
補
修
＝
久
栄
建
設

連
絡
橋
補
修
＝
久
栄
建
設
▽

国
際
拠
点
港
湾
広
島
港
海

国
際
拠
点
港
湾
広
島
港
海
田

地
区
荷
役
機
械
（
ガ
ン
ト

地
区
荷
役
機
械
（
ガ
ン
ト
リ

ー
ク
レ
ー
ン
）
修
繕
＝
住

ー
ク
レ
ー
ン
）
修
繕
＝
住
友

重
機
械
搬
送
シ
ス
テ

重
機
械
搬
送
シ
ス
テ
ム

士
事
務
所
の
登
録
を
受
け

士
事
務
所
の
登
録
を
受
け
た

単
体
企
業
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
で

単
体
企
業
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
で
、

年
度
以
降
に
元
請
と
し

　
年
度
以
降
に
元
請
と
し
て

0707完
成
・
引
き
渡
し
が
完
了

完
成
・
引
き
渡
し
が
完
了
し

た
延
べ
面
積

た
延
べ
面
積
１
７
０

１
７
０
０
釈
以

上
の
建
築
物
の
耐
震
診
断

上
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
ま

た
は
耐
震
改
修
計
画
立
案

た
は
耐
震
改
修
計
画
立
案
、

及
び
新
耐
震
基
準
施
行
以

及
び
新
耐
震
基
準
施
行
以
降

に
元
請
と
し
て
完
成
・
引

に
元
請
と
し
て
完
成
・
引
き

渡
し
が
完
了
し
た
、
建
築

渡
し
が
完
了
し
た
、
建
築
基

準
法
の
適
用
以
前
に
建
築

準
法
の
適
用
以
前
に
建
築
さ

れ
た
建
築
物
の
改
修
計
画

れ
た
建
築
物
の
改
修
計
画
ま

た
は
設
計
、
耐
震
診
断
の

た
は
設
計
、
耐
震
診
断
の
実

績
が
あ
る
こ
と
―
な
ど

績
が
あ
る
こ
と
―
な
ど
。

契
約
手
続
き
な
ど
は
、

　
契
約
手
続
き
な
ど
は
、
都

市
整
備
局
都
市
機
能
調
整

市
整
備
局
都
市
機
能
調
整
部

跡
地
整
備
担
当
（
電
話

跡
地
整
備
担
当
（
電
話
０
８

２
―
５
０
４

５
０
４
―
２
７
６
３

２
７
６
３
）

で
受
け
付
け
て
い
る

で
受
け
付
け
て
い
る
。

旧
理
学
部

旧
理
学
部
１
号
館
（
中
区

号
館
（
中
区
東

千
田
町
）
に
つ
い
て
、
市

千
田
町
）
に
つ
い
て
、
市
は

Ｅ
字
型
の
建
物
の
正
面
部

Ｅ
字
型
の
建
物
の
正
面
部
分

を
保
存
・
活
用
す
る
方
針

を
保
存
・
活
用
す
る
方
針
を

示
し
て
お
り
、
今
回
の
業

示
し
て
お
り
、
今
回
の
業
務

は
旧
理
学
部

は
旧
理
学
部
１
号
館
の
歴

号
館
の
歴
史

的
・
意
匠
的
価
値
の
確
認

的
・
意
匠
的
価
値
の
確
認
の

ほ
か
、
長
期
的
な
活
用
の

ほ
か
、
長
期
的
な
活
用
の
た

め
の
構
造
・
安
全
性
の

め
の
構
造
・
安
全
性
の
検

討
、
保
存
範
囲
及
び
平
面

討
、
保
存
範
囲
及
び
平
面
計

画
案
の
検
討
、
専
門
家
へ

画
案
の
検
討
、
専
門
家
へ
の

意
見
聴
取
な
ど
を
行
う

意
見
聴
取
な
ど
を
行
う
も

の
。
業
務
期
間
は

の
。
業
務
期
間
は
２
０
２

２
０
２
３

年
３
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。

2828

応
募
資
格
は
、
一
級
建

　
応
募
資
格
は
、
一
級
建
築

広
島
市

　
広
島
市
は
　
日
、
「
広

日
、
「
広
島

1313

大
学
旧
理
学
部

大
学
旧
理
学
部
１
号
館
の

号
館
の
保

存
・
活
用
に
係
る
技
術
検

存
・
活
用
に
係
る
技
術
検
討

業
務
」
に
係
る
公
募
型
プ

業
務
」
に
係
る
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。

ポ
ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。
５

月
　
日
ま
で
申
請
書
を
受

日
ま
で
申
請
書
を
受
け

2727
付
け
、

付
け
、
６
月
　
日
を
期
限

日
を
期
限
に

1515

申
請
書
を
提
出
。
審
査
委

申
請
書
を
提
出
。
審
査
委
員

会
を
経
て
同
下
旬
に
審
査

会
を
経
て
同
下
旬
に
審
査
結

果
を
通
知
・
公
表
す
る
。

果
を
通
知
・
公
表
す
る
。
業

務
費
は

務
費
は
２
０
０
０

２
０
０
０
万
円
以

万
円
以
内

（
税
込
）
を
見
込
む

（
税
込
）
を
見
込
む
。

被
爆
建
物
で
あ
り
、
か

　
被
爆
建
物
で
あ
り
、
か
つ

て
の
学
都
広
島
と
し
て
の

て
の
学
都
広
島
と
し
て
の
歴

史
を
象
徴
す
る
建
物
で
あ

史
を
象
徴
す
る
建
物
で
あ
る

日
本
測
量
協
会
中
国
支

　
日
本
測
量
協
会
中
国
支
部

は
、
広
島
市
中
区
の
広
島

は
、
広
島
市
中
区
の
広
島
県

情
報
プ
ラ
ザ
で
「
ハ
ザ
ー

情
報
プ
ラ
ザ
で
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
基
礎
コ
ー
ス
」

マ
ッ
プ
の
基
礎
コ
ー
ス
」
を

７
月
　
日
に
、「
洪
水
ハ
ザ

日
に
、「
洪
水
ハ
ザ
ー

1919

ド
マ
ッ
プ
の
基
礎
コ
ー
ス

ド
マ
ッ
プ
の
基
礎
コ
ー
ス
」

を
同
　
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開

日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催

2020

す
る
。
時
間
は
と
も
に
午

す
る
。
時
間
は
と
も
に
午
前

９
時
半
か
ら
午
後

時
半
か
ら
午
後
４
時
半
時
半
ま

で
。両

コ
ー
ス
は
、
測
量
・
地

　
両
コ
ー
ス
は
、
測
量
・
地
図

の
基
礎
講
座
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

の
基
礎
講
座
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
）

と
し
て
催
さ
れ
、
定
員
は

と
し
て
催
さ
れ
、
定
員
は
各

コ
ー
コ
ー
ス
　
人
。
人
。そ
れ
ぞ
れ

そ
れ
ぞ
れ
の

1515

コ
ー
ス
を
単
独
で
受
講
す

コ
ー
ス
を
単
独
で
受
講
す
る

こ
と
も
で
き
る
。講
習
で
は

こ
と
も
で
き
る
。講
習
で
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
り

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
り
方

な
ど
に
関
し
て
、演
習
を
交

な
ど
に
関
し
て
、演
習
を
交
え

な
が
ら
同
協
会
認
定
講
師

な
が
ら
同
協
会
認
定
講
師
が

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

受
講
料
は
各
コ
ー
ス
と

　
受
講
料
は
各
コ
ー
ス
と
も

会
員
が

会
員
が
１
万
円
で
一
般
が

万
円
で
一
般
が
１

万
７
０
０
０

７
０
０
０
円
。申
し
込
み

申
し
込
み

は
７
月
５
日
ま
で
。受
講
者

日
ま
で
。受
講
者
に

は
測
量
Ｃ
Ｐ
Ｄ（
各
コ
ー
ス

は
測
量
Ｃ
Ｐ
Ｄ（
各
コ
ー
ス
６

ポ
イ
ン
ト
）が
付
与
さ
れ
る

ポ
イ
ン
ト
）が
付
与
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先
は
同
支

　
問
い
合
わ
せ
先
は
同
支
部

（
電
話

（
電
話
０
８
２

０
８
２
―
５
４
４

５
４
４
―

６
６
４
７

６
６
４
７
）
ま
で

）
ま
で
。

県
は
、
今
後
も
人
口
構

　
県
は
、
今
後
も
人
口
構
成

を
考
慮
し
た
総
量
の
見
直

を
考
慮
し
た
総
量
の
見
直
し

や
建
替
え
・
更
新
時
期
の

や
建
替
え
・
更
新
時
期
の
平

準
化
、
民
間
活
力
の
活
用

準
化
、
民
間
活
力
の
活
用
な

ど
を
進
め
な
が
ら
全
庁
的

ど
を
進
め
な
が
ら
全
庁
的
な

取
り
組
み
体
制
を
構
築
し

取
り
組
み
体
制
を
構
築
し
、

財
源
不
足
な
ど
の
課
題
に

財
源
不
足
な
ど
の
課
題
に
対

応
す
る
考
え
だ

応
す
る
考
え
だ
。

寿
命
化
」
と
題
し
て
計
画

寿
命
化
」
と
題
し
て
計
画
的

な
点
検
・
補
修
の
重
要
性

な
点
検
・
補
修
の
重
要
性
を

説
き
、
京
都
大
学
の
宮
川

説
き
、
京
都
大
学
の
宮
川
豊

章
特
任
教
授
は
、「
コ
ン
ク

章
特
任
教
授
は
、「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿
命

ー
ト
構
造
物
の
健
康
寿
命
を

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

中
で
確
保
す
る
た
め
に
」

中
で
確
保
す
る
た
め
に
」
と

し
、
構
造
物
を
丈
夫
で
美

し
、
構
造
物
を
丈
夫
で
美
し

く
、
長
持
ち
さ
せ
る
た
め

く
、
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の

知
見
を
披
露
し
た

知
見
を
披
露
し
た
。

ま
た
、
同
会
の
十
河
茂

　
ま
た
、
同
会
の
十
河
茂
幸

顧
問
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ

顧
問
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー

ト
研
究
会
）
は
、「
予
防
保

ト
研
究
会
）
は
、「
予
防
保
全

を
目
的
と
し
た
コ
ン
ク
リ

を
目
的
と
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
点
検
要
領
」「

ト
構
造
物
の
点
検
要
領
」「
亜

硝
酸
リ
チ
ウ
ム
に
よ
る
補

硝
酸
リ
チ
ウ
ム
に
よ
る
補
修

の
設
計
・
施
工
指
針
（
案
）

の
設
計
・
施
工
指
針
（
案
）
改

訂
版
の
概
説
」
、
江
良
和
徳

訂
版
の
概
説
」
、
江
良
和
徳
技

術
委
員
長
（
極
東
興
和
）

術
委
員
長
（
極
東
興
和
）
は

「
維
持
管
理
シ
ナ
リ
オ
を

「
維
持
管
理
シ
ナ
リ
オ
を
考

慮
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

慮
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修

工
法
選
定
の
考
え
方
」「
亜

工
法
選
定
の
考
え
方
」「
亜
硝

酸
リ
チ
ウ
ム
を
用
い
た
コ

酸
リ
チ
ウ
ム
を
用
い
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
補
修
一
問
一
答

ク
リ
ー
ト
補
修
一
問
一
答
」

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

今
後
の
開
催
予
定
は
、

　
今
後
の
開
催
予
定
は
、
山

陰
（
島
根
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

陰
（
島
根
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
６

月
２
日
、
岡
山
フ
ォ
ー
ラ

日
、
岡
山
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
６
月
　
日
、
山
口
フ
ォ

日
、
山
口
フ
ォ
ー

3030

ラ
ム
が

ラ
ム
が
８
月
３
日
を
予
定

日
を
予
定
。

大
阪
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

大
阪
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
６
月
８

日
と
日
と
９
日
、
東
京
フ
ォ
ー

日
、
東
京
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
ム
は
６
月
　
日
と
日
と
　
日
、
福

日
、
福

1414

1515

岡
フ
ォ
ー
ラ
ム

岡
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
　
月
３
日

1010

と
４
日
の
日
の
２
日
間
日
程
で

日
間
日
程
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
る

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
る
。

な
か
っ
た

な
か
っ
た
２
年
間
も
着
実

年
間
も
着
実
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
劣

化
は
進
行
し
て
し
ま
っ
た

化
は
進
行
し
て
し
ま
っ
た
。

来
年
に

来
年
に
は
　
歳
を
超
え
る

歳
を
超
え
る
橋

5050

が
　
％
に
達
す
る
」
と
自

％
に
達
す
る
」
と
自
粛

4545
期
間
の
苦
悩
を
強
調
。「
こ

期
間
の
苦
悩
を
強
調
。「
こ
の

２
年
間
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ

年
間
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
機

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
機
運

が
高
ま
り
、
こ
れ
ら
に
貢

が
高
ま
り
、
こ
れ
ら
に
貢
献

す
る
新
た
な
技
術
も
登
場

す
る
新
た
な
技
術
も
登
場
し

て
き
た
が
、
実
用
化
に
は

て
き
た
が
、
実
用
化
に
は
時

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
、

間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
、
や

は
り
適
切
な
点
検
・
診
断

は
り
適
切
な
点
検
・
診
断
に

よ
っ
て
予
防
保
全
や
補
修

よ
っ
て
予
防
保
全
や
補
修
を

図
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命

図
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
重
要
。
本

延
ば
す
こ
と
が
重
要
。
本
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
構
造
物
の
健

ォ
ー
ラ
ム
が
構
造
物
の
健
康

寿
命
を
延
ば
す
ヒ
ン
ト
に

寿
命
を
延
ば
す
ヒ
ン
ト
に
な

れ
ば
幸
い
だ
」
と
述
べ
た

れ
ば
幸
い
だ
」
と
述
べ
た
。

広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は

　
広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

２
日
間
で
延
べ

日
間
で
延
べ
９
人
の
講

人
の
講
師

が
登
壇
。
中
国
地
方
整
備

が
登
壇
。
中
国
地
方
整
備
局

の
梅
田
俊
夫
道
路
保
全
企

の
梅
田
俊
夫
道
路
保
全
企
画

官
は
、「
持
続
可
能
な
老
朽

官
は
、「
持
続
可
能
な
老
朽
化

対
策
の
取
り
組
み
に
つ

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
の
施

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
の
施
策

の
最
新
動
向
を
解
説
し
た

の
最
新
動
向
を
解
説
し
た
ほ

か
、
広
島
工
業
大
学
の
竹

か
、
広
島
工
業
大
学
の
竹
田

宣
典
教
授
は
、「
コ
ン
ク
リ

宣
典
教
授
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
予
防
保
全
と

ト
構
造
物
の
予
防
保
全
と
長

策
の
も
と

策
の
も
と
２
日
間
延
べ
約

日
間
延
べ
約
５

０
０
０
０
人
が
参
加
。島
根
・
岡
山

人
が
参
加
。島
根
・
岡
山
・

山
口
及
び
東
京
・
大
阪
・
福

山
口
及
び
東
京
・
大
阪
・
福
岡

を
含
む
全

を
含
む
全
国
　
会
場
で
開

会
場
で
開
催

2020

し
、維
持
補
修
の
最
新
知
見

し
、維
持
補
修
の
最
新
知
見
や

技
術
動
向
な
ど
を
広
め
る

技
術
動
向
な
ど
を
広
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、
け
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
通

年
ぶ
り
と
な
る
通
常

開
催
。
徳
納
会
長
（
福
徳

開
催
。
徳
納
会
長
（
福
徳
技

研
）
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
で

研
）
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
で

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
で
き

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
）

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
）
が

主
催
す
る
「
コ
ン
ク
リ
ー

主
催
す
る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
補
修
・
補
強
に

構
造
物
の
補
修
・
補
強
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２

２
０
２
２

～
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

～
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
脱

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
脱
炭

素
社
会
を
目
指
す
～
」

素
社
会
を
目
指
す
～
」
が
　1212

日
と
　
日
の
広
島
フ
ォ
ー

日
の
広
島
フ
ォ
ー
ラ

1313

ム
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

ム
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。当
日
は
、綿
密
な
感
染

当
日
は
、綿
密
な
感
染
対

て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た

て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

続
い
て
、
県
建
築
指
導

　
続
い
て
、
県
建
築
指
導
課

の
寺
田
康
洋
企
画
監
と
県

の
寺
田
康
洋
企
画
監
と
県
住

宅
課
の
山
根
昌
浩
企
画
監

宅
課
の
山
根
昌
浩
企
画
監
が

そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
工
事
概

そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
工
事
概
要

な
ど
を
説
明
し
、
県
技
術

な
ど
を
説
明
し
、
県
技
術
管

理
課
の
栗
田
裕
樹
検
査
監

理
課
の
栗
田
裕
樹
検
査
監
は

昨
年
度
の
建
築
工

昨
年
度
の
建
築
工
事
　
件
の
件
の

5959

検
査
結
果
（
設
計
金
額

検
査
結
果
（
設
計
金
額
１
０

０
０
０
０
万
円
以
上
）
を
報

万
円
以
上
）
を
報
告

し
、
工
事
成
績
評
点
の
最

し
、
工
事
成
績
評
点
の
最
高

点
は
　
点
、
最
低

点
、
最
低
点
　
点
、
点
、

8787

6969

平
均
点

平
均
点
は
　
点
だ
っ
た
と

点
だ
っ
た
と
述

7777

べ
た
べ
た
。

　
新
役
員
は
次
の
通
り
。（

新
役
員
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
、
▼
は
新
任
、
変
更

称
略
、
▼
は
新
任
、
変
更
）

▽
会
長
＝
▼
磯
部
雄

　
▽
会
長
＝
▼
磯
部
雄
一

（
磯
部
工
業

（
磯
部
工
業
）

▽
副
会
長
＝
足
谷
浩

　
▽
副
会
長
＝
足
谷
浩
司

（
大
島
組
）
、
▼
島
田
政

（
大
島
組
）
、
▼
島
田
政
明

（
島
田
工
務
店

（
島
田
工
務
店
）

▽
専
務
理
事
＝
住
田
和

　
▽
専
務
理
事
＝
住
田
和
明

▽
理
事
＝
井
森
幹
雄
（

　
▽
理
事
＝
井
森
幹
雄
（
井

森
工
業
）
、
江
村
公
佑
（
江

森
工
業
）
、
江
村
公
佑
（
江
村

建
設
）
、
中
村
卓
雄
（
中
村

建
設
）
、
中
村
卓
雄
（
中
村
建

設
）
、
▼
砂
川
泰
一
（
山
口

設
）
、
▼
砂
川
泰
一
（
山
口
建

設
）
、
▼
野
口
裕
司
（
野
口

設
）
、
▼
野
口
裕
司
（
野
口
工

務
店
）
、
▼
河
村
隆
之
（
萩

務
店
）
、
▼
河
村
隆
之
（
萩
土

建
）
、
中
原
文
典
（
中
原
組

建
）
、
中
原
文
典
（
中
原
組
）

▽
監
事
＝
▼
善
生
浩

　
▽
監
事
＝
▼
善
生
浩
一

（
鴻
城
土
建
工
業
）
、
▼
乙

（
鴻
城
土
建
工
業
）
、
▼
乙
部

浩
正
（
寿
工
務
店
）
、
石
高

浩
正
（
寿
工
務
店
）
、
石
高
雅

美
（
中
央
会
計
事
務
所

美
（
中
央
会
計
事
務
所
）

て
き
た
野
口
会
長
が
退
任

て
き
た
野
口
会
長
が
退
任
し

磯
部
副
会
長
を
新
会
長
に

磯
部
副
会
長
を
新
会
長
に
選

出
、
副
会
長
は
新
た
に
島

出
、
副
会
長
は
新
た
に
島
田

政
明
氏
が
就
任
し
、
磯
部

政
明
氏
が
就
任
し
、
磯
部
会

長
、
足
谷
浩
司
副
会
長
、

長
、
足
谷
浩
司
副
会
長
、
島

田
副
会
長
体
制
を
ス
タ
ー

田
副
会
長
体
制
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た

さ
せ
た
。

磯
部
新
会
長
は
「
少
子

　
磯
部
新
会
長
は
「
少
子
高

齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足

齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
や

公
共
事
業
の
減
少
、
技
術

公
共
事
業
の
減
少
、
技
術
者

の
育
成
や
確
保
、
週
休

の
育
成
や
確
保
、
週
休
２
日

の
導
入
な
ど
の
問
題
を
解

の
導
入
な
ど
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
頑
張
り
た
い

す
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

野
口
前
会
長
は
長
き
に
わ

野
口
前
会
長
は
長
き
に
わ
た

り
こ
の
業
界
を
牽
引
し
て

り
こ
の
業
界
を
牽
引
し
て
き

た
。
後
を
引
き
継
ぎ
、
微

た
。
後
を
引
き
継
ぎ
、
微
力

な
が
ら
業
界
の
発
展
の
た

な
が
ら
業
界
の
発
展
の
た
め

に
精
一
杯
努
力
す
る
」
と

に
精
一
杯
努
力
す
る
」
と
力

強
い
決
意
を
述
べ
た

強
い
決
意
を
述
べ
た
。

総
会
終
了
後
は
、
県
建

　
総
会
終
了
後
は
、
県
建
築

指
導
課
の
兼
﨑
浩
佳
課
長

指
導
課
の
兼
﨑
浩
佳
課
長
が

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
モ
デ

テ
ム
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
モ
デ
ル

工
事
や
週
休

工
事
や
週
休
２
日
の
試
行

日
の
試
行
な

ど
「
入
札
・
契
約
制
度
の

ど
「
入
札
・
契
約
制
度
の
改

正
な
ど
に
つ
い
て
」
、
県

正
な
ど
に
つ
い
て
」
、
県
ぶ

ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課

ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課
の

河
口
英
史
調
整
監
は
建
築

河
口
英
史
調
整
監
は
建
築
物

な
ど
に
お
け
る
木
材
の
利

な
ど
に
お
け
る
木
材
の
利
用

促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
や

県
産
木
材
利
用
拡
大
に
向

県
産
木
材
利
用
拡
大
に
向
け

た
各
種
補
助
金
な
ど
「
県

た
各
種
補
助
金
な
ど
「
県
産

木
材
の
利
用
促
進
」
に
つ

木
材
の
利
用
促
進
」
に
つ
い

低
下
な
ど
多
く
の
問
題
を

低
下
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱

え
、
若
手
技
術
者
や
技
能

え
、
若
手
技
術
者
や
技
能
労

働
者
不
足
が
深
刻
化
し
、

働
者
不
足
が
深
刻
化
し
、
こ

の
ま
ま
で
は
技
術
や
技
能

の
ま
ま
で
は
技
術
や
技
能
の

継
承
も
危
ぶ
ま
れ
る
。
今

継
承
も
危
ぶ
ま
れ
る
。
今
こ

そ
我
々
は
、
労
働
環
境
の

そ
我
々
は
、
労
働
環
境
の
改

善
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組

善
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
元

の
建
設
業
界
が
一
体
と
な

の
建
設
業
界
が
一
体
と
な
っ

て
行
政
な
ど
に
働
き
か
け

て
行
政
な
ど
に
働
き
か
け
る

こ
と
が
必
要
で
、
当
協
会

こ
と
が
必
要
で
、
当
協
会
が

中
心
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

中
心
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
の
後
、
野
口
会
長
が

　
こ
の
後
、
野
口
会
長
が
議

長
を
務
め
、
事
務
局
か
ら

長
を
務
め
、
事
務
局
か
ら
報

告
さ
れ

告
さ
れ
た
　
年
度
事
業
、

年
度
事
業
、
収

2121

支
決
算
な
ど
を
審

支
決
算
な
ど
を
審
議
、
こ
れ

、
こ
れ

ら
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た

ら
を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

　
　
年
度
事
業
計
画
・
収

年
度
事
業
計
画
・
収
支

2222
予
算
案
で
は
県
中
部
地
域

予
算
案
で
は
県
中
部
地
域
に

建
築
系
の
工
業
高
校
の
誘

建
築
系
の
工
業
高
校
の
誘
致

な
ど
担
い
手
確
保
育
成
や

な
ど
担
い
手
確
保
育
成
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

現
場
見
学
会
や
企
業
情
報

現
場
見
学
会
や
企
業
情
報
掲

載
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
製

載
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
製
、

県
や
国
（
中
国
地
方
整

県
や
国
（
中
国
地
方
整
備

局
）
と
の
意
見
交
換
会
、

局
）
と
の
意
見
交
換
会
、
啓

発
・
調
査
研
究
事
業
な
ど

発
・
調
査
研
究
事
業
な
ど
の

事
業
を
積
極
的
に
実
施
し

事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
決
め
た

い
く
こ
と
を
決
め
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
は
、
会
長
職

役
員
改
選
で
は
、
会
長
職
２

期
４
年
協
会
運
営
に
携
わ

年
協
会
運
営
に
携
わ
っ

原
油
高
な
ど
建
築
業
界
を

原
油
高
な
ど
建
築
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
建
設
業
で
も

し
て
い
る
。
建
設
業
で
も
２

年
後
か
ら
時
間
外
労
働
の

年
後
か
ら
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
が
適
用
さ
れ
る

限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
な

ど
、
働
き
方
改
革
へ
の
動

ど
、
働
き
方
改
革
へ
の
動
き

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
。

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
。
就

労
環
境
の
悪
化
や
雇
用
力

労
環
境
の
悪
化
や
雇
用
力
の

動
へ
の
影
響
も
出
て
お
り

動
へ
の
影
響
も
出
て
お
り
、

民
間
の
建
築
投
資
額
減
少

民
間
の
建
築
投
資
額
減
少
が

危
惧
さ
れ
る
な
ど
建
築
業

危
惧
さ
れ
る
な
ど
建
築
業
界

に
波
及
す
る
こ
と
を
懸
念

に
波
及
す
る
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
。
昨
年
の
ウ
ッ
ド

て
い
る
。
昨
年
の
ウ
ッ
ド
シ

ョ
ッ
ク
か
ら
始
ま
っ
た
建

ョ
ッ
ク
か
ら
始
ま
っ
た
建
材

の
品
不
足
と
急
激
な
価
格

の
品
不
足
と
急
激
な
価
格
高

騰
に
よ
る
建
築
費
の
上
昇

騰
に
よ
る
建
築
費
の
上
昇
、

山
口
県
建
築
協
会
（
野

　
山
口
県
建
築
協
会
（
野
口

裕
司
会
長
）

裕
司
会
長
）
は
　
日
、
山
口

日
、
山
口

1313

市
小
郡
黄
金
町
の
山
口
グ

市
小
郡
黄
金
町
の
山
口
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
「

ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
「
２
０
２
０
２

２
年
度
定
時
総
会
」
を

年
度
定
時
総
会
」
を
開

催
、　

年
度
事
業
・
収
支

年
度
事
業
・
収
支
決

2121

算
、　

年
度
事
業
計
画
・

年
度
事
業
計
画
・
収

2222

支
予
算
案
な
ど
の
議
案
を

支
予
算
案
な
ど
の
議
案
を
審

議
し
て
承
認
し
た
。
ま
た

議
し
て
承
認
し
た
。
ま
た
、

２
期
４
年
間
、
業
界
の
健

年
間
、
業
界
の
健
全

な
発
展
に
尽
力
し
て
き
た

な
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
野

口
裕
司
会
長
が
退
任
し
、

口
裕
司
会
長
が
退
任
し
、
磯

部
雄
一
副
会
長

部
雄
一
副
会
長
（
写
真
写
真
）
を
）
を

新
会
長
に
選
出
し
た

新
会
長
に
選
出
し
た
。

は
じ
め
に
、
野
口
会
長

　
は
じ
め
に
、
野
口
会
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
「
新

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
長
期
化
す
る
中
、
消
費

が
長
期
化
す
る
中
、
消
費
や

雇
用
、
生
活
様
式
、
働
き

雇
用
、
生
活
様
式
、
働
き
方

な
ど
社
会
の
状
況
は
大
き

な
ど
社
会
の
状
況
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
ま
た
、
経
済

変
わ
っ
た
。
ま
た
、
経
済
活

主催者あいさつに立つ徳納会長

コンクリートメンテ
ナ ン ス 協 会

全
国
㮇
会
場
で
3
年
ぶ
り
通
常
開
催
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補
修
・
補
強

フ
ォ
ー
ラ
ム

㮇
が
ス
タ
ー
ト
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